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〇財政調整基金条例 

 

制  定 令２．３．２４ 条例３ 

 

第１条 年度間の財源の調整を図るための資金を積み立て、もって本事

務組合の健全な運営に資するため、大和川右岸水防事務組合財政調整

基金（以下「基金」という。）を設置する。 

（積み立て） 

第２条 基金は、一般会計の繰入金をもって積み立てる。 

（運 用） 

第３条 基金に属する現金は、必要に応じ、銀行その他の金融機関への

預金、国債証券、地方債証券、政府保証債券（その元本の償還及び利息

の支払について政府が補償する債券をいう。）その他の証券の買入れ等

の確実な方法によって運用しなければならない。 

（運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益は、基金に繰り入れるものとする。 

（処 分） 

第５条 基金は、経済情勢の著しい変動等により財源が著しく不足する

場合において、当該不足額を埋めるための財源に充てる場合に限り、

これを処分することができる。 

（施行の細目） 

第６条 基金の管理その他この条例の施行に関し必要な事項は管理者が

定める。 

  附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 


